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Ⅰ 主題設定の理由  

 本校は、全学年単学級の小規模校である。

図書室には図書事務が常駐しており、１万

冊を超える豊富な蔵書冊数を誇っている。

にもかかわらず、２０１８年度の児童 1 人

当たりの平均貸し出し冊数は、約３０冊で

あり、寂しい数字となっていた。これらの

ことから、図書室の実態と児童のニーズに

乖離があると考え、図書館業務の効率化に

より、児童のニーズに応えるための物理的

・時間的余裕を生み出す必要性を感じ、本

主題を設定した。  

 

Ⅱ 発表の概要 

 １ 取組開始前の図書室の実態  

(1) 本校の概要  

 

 

(2) 図書室の実態  

 
 

 

 

 

 ２ 図書館業務の効率化  

(1) TOOL-iS の導入  

 図書事務と児童のコミュニケーションを

とる時間が生まれ、児童が興味をもってい

る図書に対する情報収集を行うことができ

るようになった。  

 

(2) 図書配架の大幅リニューアル  

 
 児童が、借りたい本を探しやすくなった。

図書事務は、図書室全体を見渡せるように

なった。  

 

３ 児童のニーズに応えるための取組  

(1) 実態に合わせた別置配架 

 

  

 

 

 

 



 

(2) 購入図書リクエスト 

 

 

(3) 各学年と連携した展示 

 
 

(4) 低学年児童への配慮 

 

 

(5) 図書室のルール整備 

 
 

 

 

(6) 児童の読書意欲を高揚する取組 

 2020 年度の年間多読賞該当者は約 100 人

であり、全校児童の半数が意欲をもって読

書するようになった。  

 

Ⅲ 今後の課題 

取組が読書活動の活性化につながった

0

20

40

60

80

100

120

２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度

年間貸出冊数の推移（児童１人当たり）

 児童１人当たりの図書の年間貸出冊数が

３年間で約 30冊から 110冊へと大幅に増加

し、図書館業務の効率化は、本校の読書活

動の活性化に間違いなくつながった。本校

の在籍児童数は、今後更に減少していくこ

とが予想されている。そうしたことを踏ま

えながら、購入図書をより精選したり、公

共図書館と連携した取組を行ったりしてい

く必要がある。また、今回の取組は主に図

書事務と図書館主任を中心に行われたもの

である。今後は、小規模校ということを強

みにし、教員や児童を巻き込んだ、全校で

作っていく図書室を目指していきたい。  


